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パトリック・オリウ
｀`
ァ

バロックチェロ・ビオラダガンバ

島 根 朗 史
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2019年 10月 25日 (釜)19時 30分 (19時間揚)

浦支音楽ホー几・コンサートホータL
雀ン√常自由¥4000寿 :■¥2000

〔お間い合わせ〕047-382-3035C経 楽ホール)

http://Ⅵハ〃V眈urayaSu¨ COnCertha‖。Jp/ticket/

047-337-1251(1た田)
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デュモン、リュリ、シャルパンティ.工、クーフ
°
ラン、ルベル、ドゥ0ラゲ

｀
一ル、バリエール、ルクレール,9,

巡る日々、日眩く季節と共にフランスニ 国官廷を彩った作 曲家たちの、珠二のトリオ・ソナタの数 々。。

.男 1■ 白りで1士麗 な 17世縣己バ ロックオ兼
=ヽ

と、「女 !1生 白勾でどこまでt典冴雀な 18世「糸己ロココオ兼
=く

:が珂・LLするフレン

チ0バロックプログラムを、フランス 0日 本 の■
‐
響静シーンで :舌 F霧する音楽家たちがお届けする、一夜限りのコンセール。

パトリック・」オリウだァ Patricik Oliver

(バロックヴァイオリン)

ジュネーヴ 州 立 言 答 音 楽 院 にてマルガ リータ・ピゲ・カラフィロヴ ァ

女 史 に、またチェンバ ロ・フォル テ ピアノ奏 者 のミシェル・ キエネ との

出 会 しヽにより、周 音 楽 院 音 楽 器 科 バ ロックヴ ァイオリン教 授 のフロ

ランス・マルゴ ワール 女 史 に師 事 。続 いてパ リ国 立 言 等 音 楽 院 に

てフランソフ・フェルナンデ ズ 氏 に師 事 し、研 鑽 を積 む

レ・ザ
｀
一ル・フロリソン (ウ ィリアム・クリスティ)、 アンサ ンブ ル・アル タセ

ルセ (フ ィリップ 。ジャルスキー )、 バ ル タザ ール・ニユーマンアンサ ンブ

ル (ト ーマス・ヘング ルブ ロック)、 ラ・シャペル・レナーヌ (ブノワ・アレ)、

オペラ。フオーコ (ダヴ インド・スターン)、 オルフェオ 55(ナ タリー・シュ

トウッツマン)等:々 の演 奏 家 として多 くのアンサンブ ルでの漬 奏 経 験

を持 ち、、多 くのコンサ ー トにて好 評 を博 す。 :積 極 性 と豊 か な 理

像 力 が 魅 力 で あるパ トリック・ オリヴ ァの音 楽 的 1隣 熱 は、特 に十

ンヽ 世 紀 音 楽 の装 飾 技 法 と、日P興 演 奏 の様 式 に向 けられ てしヽ

る。 これまで にマイヤー・ファンデ ーション、ソシエテ 。ジェネ ラル のメセ

ナか らの婆 学 全 援 助 を受 ける。 ヴ ァイオリンと併 せ 、ヴ ィオラ・ダ
｀
ム

ールの演 春 におしヽてt活 躍 の場 を広 げ 、二 月 にはゲ ント・シドニアフ

ェスティバ ル で 複 数 のコンサ ー トにて演 奏 。五 々活 躍 の場 を広 げ

る、注 目 のフランス 。若 手 演 奏 家 である。

野 澤 知 子 TOImOkO NOzawa
(クラク・

=ナ
ン)

英 国 二 立 音 楽 院 ピアノ科 、東 京 芸 術 大 学 音 楽 科 修 士 了 。

フランス・ストラスブ ール 音 楽 院 、パ リ市 立 官 等 音 楽 院 クラヴ サン

科 にて満 場 一 致 栄 誉 賞 付 さ最 優 秀 演 姜 国 家 デ ィプ ロムを取

得 。第 」7回 山 梨 音 楽 コンクール 第 1位 、ブ ルージュ国 際 コンク

ールデ ィプ ロマ賞 。文 イヒ庁 募 術 家 在 外 研 修 員 。チェンバ ロを N.

スピート、C.ルセ、鈴 木 雅 明 、各 氏 に師 事 、M.ジ ェステール、

今 材 泰 典 氏 に音 楽 アンサンフ
｀
ルを師 事 。2005、 15年 フランス

クラヴ サン協 会 より活 躍 する若 手 演 奏 家 として招 聘 される。D.ス

ターンオ旨揮「 Opera Fuoco」 ち争、ヨーロッンヾ の‐古‐碧事老
‐
―ケストラに

て、バ ロックか らモーツァル トまでの通 姜 イ医メき奏 罐「 として活 躍 する。

2044、 15年 「 レ。タランリリック」(C.ル セ)オ ペラ製 イ●研 千多 員 。

東 京 にて 2012、 14年 ラモーのオペラ「プ ラテ」、2015年 「 優

牙になインドの匡I々 」をチェンバ ロとす旨オ軍する等 、匡I内 で t「バ ッノヽコレ

ギ ウムジャパ ン」、「 北 とぴあ音 楽 奈 」等 で 演 奏 。

〈Studio Trianon〉 をfL宇 。

島・4瞑 J現 史. TOn■ Ohulni Shilnane
(バロックチェロ、ヴ

・
ィオラタ

゛
ガンバ )

ヒストリカル・チェロ、モダ
｀
ン・チェロ、ウ

｀`
ィオラ・ダ

｀
・ガ ンバ を操 る三_フフ流

奏 者 。

附 晃 官 校 を経 て東 京 藝 術 大 学 、周 大 学 院 修 士 課 程 をチェロ募

攻 で 修 了 。周 声 会 賞 、大 学 院 アカンサス音 楽 賞

受 賞 。パ リ。エリック・サティ昔 楽 院 にてバ ロックチェロとガ ンバ の課 程 を

修 了 。現 在 は東 京 藝 人 博 士 課 程 に在 籍 し、18～ 19世 紀 のチェロ

奏 法 の研 究 を進 めている。 A.ビルスマ、E.バルサ、鈴 木 秀 異 など諸

氏 に師 事 。

パ リのスービズ 邸 、東 京 文 イヒ会 館 でソロ。リサイタル開 催 。

2017-18年 、NHKら らら♪クラシックに r古‐楽 弓子罐「 として出 う寅し、自旱言見

者 七務 めた。 古 楽 オークストラ Lα Musico Co‖αnα 首 席 姜 :者 。オ

リジナル 楽 器 によるピアノニ 重 姜 Trio Aceメンバ ー。そのイ也、弦 楽 ア

ンサンブ ル TGS、 オーケストラ・リベラ・クラシカ、レ・ボ レアード、アンサンブ

ル・コントラポント等 、メンバ ー。日 本 弦 楽 指 導 者 協 会 正 会 員 。

2049年 5月 、ALM Recordsよ り lstン ロ CD「 レ。モノローク
｀
」を

リリースし、読 売 新 聞『 サ ウンズ BOXク ラシック』推 蔦 盤 、音 楽 雑 誠

『 レコード芸 術 』準 特 選 版 に選 出 された。

首都高速・ R357 渭父言衆爪―ル
〒279-0012

千葉県浦安市入船一丁 目

6番 1号

交通アフtス
JR京葉線・武蔵野線新浦安駅

南口から徒歩1分。

専用駐車場はございません。

ご来館の際は、公共交通機関の

ご利用をお願ヽヽします

饉

奪

書

JR新 浦安駅

浦安音楽ホール

依 田 幸 司 KO:i YOda(バ ロックヴァイオリン)

枷 朗 単 園 大 学 。演 奏 課 程 単 士 修 了 。また桐 朗 学 園 人 単 院 人

学・音 楽 研 究 科 修 士 課 程 を修 了 。

2009年 渡 イム、エコールノルマル・ドゥ。ムジーク・ドゥ。パ リ第 二 課 不呈、

第 大 課 程 修 了 (ヴ ァイオリン・宜 内 楽 )

オーベルヴ ィリエ・ラ・クルヌーヴ 市 立 音 楽 院 バ ロックヴァイオリン演 姜

科 を満 場 一 致 栄 誉 賞 で修 了 、パ リ市 立 官 等 音 楽 院 にてバ ロック

ヴァイオリン・コンサーティスト課 不呈を

“

多 了 。 在 学 中 より、オーケストラ・

レ・ミュジシャン・ドウ・ルーヴ ル (マ ルク・ミンコフスキ )、 アンサンブ ル・アル

タセルセ (フ ィリップ 。ジャルスキー )、 ル・コンセール・スピリチュエル (エ ル

ヴ ェ・ニケ )、 アンサンブ ル・ラ。フェニーチェ (ジ ャン・チュベリー )、 など、フ

ランスの様 々なバ ロックオークストラ、アンサンブ ル で 活 動 中 。

バ ロック音 楽 と現.代 音 楽 を演 奏 する、アンサンブ ル・ラ・タンペット(シモ

ン・ピエール・ベスティヨン)の 昔 席 バ イオリニストを務 める。 第 七 国 人

阪 国「祭コンクール 第 二.イ立、あわせて市 長 賞 :受 賞 。 ルマンディー国際 宣

内 楽コンクールにてフォーラム・ノルマンディー賞、併 せて審 査 員特 別 賞 受 賞。 バ

ロックヴァイオリンをパ トリック・ビスムス、エンリコ。オノフリなど諸 氏 に、古

楽 アンサンブ ルを夕
｀
ウ
｀`
ィッド・シンフ

°
ソン、ジ

｀
ャン・チユベリー、ステファン・フ

ュジェなど諸 氏 に師 事 。 これまでに、藤 原 浜 雄 、音 川 朝 子 、ジャン・

ムイエール 各 氏 にヴ ァイオリンを単 ぶ 。
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